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（主な事実経過）

平成23年

1月25日頃 ＣがＡに退任挨拶し､退任後仕事がなく何とかならないかと尋ねた

1月頃 Ｅは賀詞交歓会でＣが2月でａ機構を辞めるとの話を聞いた

1月後半 ＧはＡに自らは退任し、後任にＦを考えている旨話した

1月下旬 ＧはＦに後任理事長への就任を要請した

2月上旬 ＡはＥに「Ｆさん替わるらしいですね」と発言した ※

2月中旬前 ＦはＧに理事長就任を受諾した

ＦはＥに3月一杯で辞めさせていただきたい旨話した

2月中旬 ＥはＡにＦから退任申出があったと述べ「後任にＣを考えている。Ｃはａ機構を辞めたという話を聞いているけれど本当か」と質問した

ＡはＥに「Ｃは1月末に来て退任すると言っていました」「仕事がないんだと思いますよ」と答えた ※

2月第2週頃 ＥはＣに常務理事就任を要請した

3月31日・4月1日 Ｆがbセンター常務理事を退任し、Ｃが後任に就任した

6月6日 Ｇがc協会理事長を退任し、Ｆが後任に就任した

※ 規制違反と認められた行為
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e協会事案の概要

※

国土交通省

Ａ 国土交通審議官

（主な事実経過）

平成23年
1月10日頃 ＩがＡに、Ｊは5月末で在職3期6年になるところ任期終了で辞めてもらうつもりである旨話した

3月1日頃 ＡはＪに理事長を退任するよう促した ※

3月3日頃 ＡはＪに理事長を退任するよう再度促した ※

3月10日頃 ＪがＩに再任問題について尋ねたところ、Ｉは自分も任期が来るので一緒に辞めてもらいたいと伝えた

4月10日前後 ＪはＩに退任受入の意思を表明した

4月18日又は19日 ＩはＨと面会し、理事長就任を要請し、Ｈが受諾した

4月中旬 ＩはＡに「Ｈに新理事長なってもらいたい」旨話した。Ａは「再就職に関わるような話には関与できませんから協会の方で話を進めてください」と述べた

4月25日の週 ＨはＡに電話し、理事長職への就任依頼があり了承した旨話した

5月27日 Ｊが任期満了で理事長を退任し、Ｈが後任に就任した

※ 規制違反と認められた行為
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